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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

伊成主幹

佐藤部会長

伊成主幹

佐藤部会長

伊成主幹

城委員

伊成主幹

城委員

伊成主幹

阿閉委員

（林業）

・①木質バイオマス利用促進を追加

・②森林の多面的機能の有効活用による町民による「森づくりの場、木

とふれあう場」の充実と木質バイオマスの資源活用について追加

・④木質バイオマスの普及促進を追加

・⑤付加価値の向上－森林認証林の拡大、ＦＳＣによるブランド化、

ＣｏＣ認証取得の推進

   経営の近代化－林業後継者の育成強化、林産物加工施設の整備を計

画的に実施

   森林の有効活用－未来を拓く森林づくり事業の推進、企業からの寄

付金で森づくり、森づくりの場・木とふれあう場

の促進

   木質バイオマス－木質の利活用推進

   

木質バイオマスの話は町の強い要望として理解する。

町民の森づくりやふれあう場とは何を考えているのか。

未来を拓く森林づくり事業で企業の森の整備を行いながら、町民が自由

に見学出来るよう道を乗用車が入れるように砂利などで整備している。

切った木がほったらかしの状態の山を出さないように町民から基金を

募るのはどうか。

大手企業の寄付を募ってやっているが、町内でも寄付を募って一緒に植

林をするなどの体験が出来れば魅力的な事業になる。

追加は木質バイオマスだけか。

林業グループの育成、青年林業士を活用し林業後継者育成強化を計って

いくというのも追加している。

森林セラピーの実施についてはどうか。

津別町で行っているが、施設の整備に費用が莫大にかかる。ただ、機能

は持っているので植樹などで山に行ってもらって体験してもらうのも一

つの方法だと考えている。

認証林については、東京オリンピックに向けて認証林を使っていこうと

審査機関の方で要請していくという流れになっており、利活用が増える。

【経済部会】
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

阿閉委員

伊成主幹

阿閉委員

城委員

阿閉委員

城委員

阿閉委員

小室主幹

野鼠駆除の推進とあるが、来年以降、薬剤の成分が森林認証の規格に適

合していないとの理由で薬が撒けない。それもあり、認証がなかなか進ま

ない。

認証林以外の森林が７０％あり、そちらに野鼠の駆除をしていく。今は

ネズミに強い木を開発している。認証林にその木を植えるなどの手だてを

考えていかなければならない。

美幌町は１３，０００ｈａ中４，０００ｈａが認証林。

木の足元のネズミによる被害がひどい。ネズミに強い木を作っても、ネ

ズミも進化していく。殺鼠剤が使えないのは現実的に厳しい。実際の被害

は。

周期的に４～５年置きに被害が増える時期がある。当たり年にどれだけ

やれられるか。ある程度育った木は被害が少ない。

ネズミにやられた所は虫が付き弱っている。殺鼠剤が使えないなら、野

鼠駆除の推進はハードルが高い。

山を焼く事もしているが、事業費の関係や消防の届け出、夜間の見張り

など大変。灌木などは林地残材として利活用を検討中。

（商工業、起業支援）

・②起業家支援を追加

・⑤中小企業融資－平成２５年度に貸付金額の見直しを実施、経済状況

の変化に対応

経営相談－商工会議所が中心だが同じく推進を図っていく

販路拡大－町外イベントへの参加

新規起業者－今年度より本格的に起業家支援事業を実施、町外の方

は美幌町に住民票を移す事が条件、失業者を雇用する

など人口増加、雇用促進につながっている

既存企業－町内のリフォーム業者を利用

協同組合の組織化－一つの区切りが付いたので、第６期では削除

第１次産業－他産業との連携の促進を支援

稲美工業用地－東京事務所は情報の宝庫、立地をＰＲしていく
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

佐藤部会長

小室主幹

佐藤部会長

小室主幹

城委員

小室主幹

佐藤部会長

広島部長

小室主幹

佐藤部会長

小室主幹

阿閉委員

北見東京電波美幌工場が撤退するとの報道があったがどのような状況

か。

従業員１６０名のうち、美幌在住が４１名。そのうち２７名が正規社員。

北見東京電波は東京電波のグループ会社の一つ。美幌工場を盛岡のグルー

プに集約。従業員は盛岡のグループ会社への転籍を認めているが、東北の

ため、社員の意向確認を６月中に済ませるようだ。その後、こちらも対策

を講じる予定。美幌町では、平成２０年以来の大きな離職になる。

携帯電話の企業も大変で海外に頼ってしまう。

背景には、水晶の製造での中国と台湾の台頭があり、更に市場も縮小傾

向でダブルパンチの状態とのこと。

町の企業誘致で入っていたのか。

昭和６３年頃に誘致した。最初は、女満別、北見と３工場あったが、美

幌工場に集約。当初は、社員の増員や事業拡大の話もあったが最終的には

市場の状況には敵わなかった。

町として工業用地の利用促進をいつまでも掲げておくのは使命か。

指定しているので計画から外すわけにはいかない。積極的なＰＲ活動は

出来ないとは思う。

丸和油脂は工業用地を狙って来たが造成費が莫大に掛かるという事で、

美幌になんとか工場をという事で工業用地であった給食センターの裏に

土地を求めて企業誘致に至った。

１次産業との連携促進支援とは具体的には何かあるのか。

企業誘致育成推進協議会に代わるものを立ち上げ、意見交換や６次産業

化の推進について議論し、加工品など農家と連携を取りたい時に間に入っ

ての調整や、一次産品だけではなく農機具等も含めた広義での一次産業関

連企業の相談にのり色んな手助けをする。お互いＷｉｎＷｉｎになるのが

理想。

バイパスの延長にともなって、移転などの話はないのか。
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

小室主幹

林委員

小室主幹

林委員

小室主幹

林委員

小室主幹

阿閉委員

小室主幹

林委員

広島部長

林委員

城委員

特に聞いてはいない。バイパスには情報発信の施設や流通の拠点になる

ものなど、新たな施設を作ってはどうかという意見が出ている。

バイパスはどこに繋がるのか。

川向から訓子府までが繋がり、川向と高野を繋げる話もある。

美幌が素通りになる可能性があるので対策を考えなければならない。流

通関係のものや道の駅なども一つの手。

道の駅の話も出ている。一つの自治体で複数持つのは可能。場所の選出

は慎重に検討したい。議会の答弁でも、素通りを避けるなにかしらの対策

を講じたいと答弁している。経済界の皆さんと考えていく必要がある。

街中にという話もあるが、バイパスも視野に入れて考えた方がよい。終

点は網走までは行くのだろうか。当初話はあったようだが。

バイパスは基本、都市間を繋ぐもので網走までの目標はある。更に網走

から釧路、紋別へと繋いでいく、という構想もある。ただし、実現可能性

は解りかねる。

美幌町は終点が近い。

慎重に場所決めを検討したいというのには、作った効果が見えるような

場所にするためという意味もある。

降りる人の動線を見極めてからでも遅くはない。

バイパスはどんな方が利用するのか。道の駅によっぽどの情報発信力が

ないと降りてくれない。女満別に降りた後、観光客が寄ってくれるような、

目当てになるような施設を併設すべき。どこに作るかよりどのような内容

にするかが重要。器はそれに合わせて作ればよいと考えている。戦略的に

いかないと成功はしない。ターゲットを絞らないと難しいのでは。

利用者が多いからそこに絞るのか、新たに呼び込む形を取るのかでも変

わってしまう。本当に慎重に考えなければならない。

下りが多かったら、生野菜は売れない。
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

阿閉委員

城委員

信太委員

広島部長

城委員

広島部長

城委員

林委員

佐藤部会長

小室主幹

小室主幹

美幌の若者は都会に行きがちなので６０代をターゲットにすべきでは。

知床、網走に勝てる魅力があるのか。目的地に行く前に美幌に寄りたい

と思わせないといけない。

動脈が出来ると人は必ず来るし行く。ＳＡだとトイレに行くが、目的地

まで面倒くさいから降りない。北海道の地図は小さくなる。新幹線で札幌

まで来てオホーツクまで高速道があったら人は来る。その人達をどう捕ま

えるか。繋がった時に考えるのでは遅い。地の利は美幌にある。

今年、新しい観光振興計画を作るが総合計画とリンクするような形で掲

載する。投資が相当なものになるので、無駄にならないように慎重に協議

して結論を出さなければならない。

観光とか中心市街地とか分けて考えるべきではないかもしれない。

動く人を捕まえるなら分けないで一体化しなければならない。

最後はお金の掛かる話になる。他の施策をやめて実施してはどうか。優

先順位を意識すべき。ソフト事業は同時進行が出来るが、ハード事業は優

先順位をつけないといけない。

先に体育館が必要。今時、子供達がアップ出来ない体育館なんてない。

学校にお金を。今時、足踏みオルガンがある学校なんてない。

技術改善支援だが、良い技術を持っていても会社が上手く技術を使えな

い、給料も安いという理由で離職したりなどはないのか。技術を高めてい

って、上手く町の中で使えるような企業経営になってくれるとステップア

ップ出来るのでは。

旭川の中小企業大学校には行っていた。会社側が人材育成の為に従業員

を行かせている。それに町が助成している。

店舗リフォームは、今現在２８件、２３，０００千円位の利用申込があ

る。
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

小室主幹

城委員

林委員

小室主幹

佐藤部会長

小室主幹

城委員

小室主幹

広島部長

佐藤部会長

（中心市街地）

・○5空き店舗の活用－中心市街地エリアの調査を実施

２３件中、貸したい意向の店舗は１４店舗、使用

中などで９店舗は駄目だった

起業家支援で使われていないが１件申込みがあ

る、調査により所有者も判明したので連携を強化

し情報発信をして活用促進する

場所は北２～４丁目が多い

   商店の情報発信－地域や商店街のホームページの作成には至って

いない、情報発信で活性化を図る

           宅配便利サービスを追加－一般の方も利用し、商

店街活性化のツールとなっている、住民に密着し

民間との差別化を図りながら促進する

           みどりの村のキャンプ場に出向くなど町外者の

利便性の向上も図っていく

民間では週１回だが牛乳１本でも宅配してくれる。隙間を突くような事

をしなければ難しい。ニーズの把握は重要。

移動販売は。

大規模ではないが実施している。緑の苑や旭団地で食べ物を中心に２台

の車で実施。１台は冷蔵・冷凍も可能。棚を付けるなど改装をしながら移

動販売の範囲を広げる予定。

巡回は。

今後はわからないが、今は人が多く集まる所を中心に行っている。

町が実施しているのか。

合同会社が行っている。町は、支援をしていく。「支援」について基本

計画の文言を整理していく。

民間との差別化、品揃えでは勝てないので付加価値を付けなければ。

商店街のホームページは町で運営しているのか。
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

小室主幹

太田委員

広島部長

林委員

広島部長

城委員

広島部長

信太委員

小室主幹

信太委員

小室主幹

商店街のホームページは残念ながらない。スマッピーカードのホームペ

ージを商工会議所で立ち上げた。会議所のホームページには町のホームペ

ージからリンクできる。

商店街ごとでのホームページではなく美幌町が商店街のためのホーム

ページ作りをしていけば更新もしやすい。

行政がやる時には中心市街地、大規模店舗も含めて全て横並びにしなく

てはならないので、慎重に検討、調整しなくてはならない。

理想は１カ所で管理し全ての商店街を載せ、常にリサーチし、おすすめ

などを発信していく。商店街で検索する人はいないので「美幌 名産」な

どで検索できるようにする。町のホームページからも大々的にリンク出来

るようにし、作ったからには見てもらえるようにする。情報が古いとその

段階で駄目だと思われるので、常に更新できるよう商工会議所などに部署

があるといい。

観光物産協会や商工会議所の会員じゃない方を一本化出来るかどうか。

それぞれに任せっきりでいいのかも含め、どういった形で検索出来る手法

が良いのかを検討し、統合していかなければ裾野も広がらない。

町のホームページも広告を有料化する事を検討してみては。

現在は情報化社会なのでインターネットにどう情報を貼りつけるか。情

報合戦に負けたら、負けてします。

空き店舗の情報は町のホームページで情報発信するのか。

商工会議所に委ねるかもしれないが、現在検討中。

これは目玉になる。店をやりたい人と貸したい人は必ずマッチする。広

報や町のホームページの深い所に情報を載せないで、多くの人がすぐに見

られるようにして是非推進して欲しい。

起業家支援に組み込むのが理想的だと考えているので、併せて検討した

い。
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発  言  者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

信太委員

林委員

信太委員

城委員

小室主幹

城委員

小室主幹

佐藤部会長

小室主幹

太田委員

小室主幹

ぽっぽ屋に雑貨を置きたいと問い合わせが多い。雑貨は観光のお土産に

はならないが、自分で作ったものを売る場所が無い。初期投資などいくら

かかるかわかれば、自分で店をやろうと思うかもしれない。極め細かく、

わかりやすく周知できれば良い。

町の人に知らせるにはチラシの方が目立つ。

駅の近くはニーズがあるのに飲食店が少ない。どれ位の投資で入れるか

など上手くやれば活気が出るのでは。

国も空き家対策で法整備をするので加速しそうだ。

先日、起業家の方が民家を改造した洋食店をオープンさせた。地元野菜

をふんだんに使用する事をコンセプトに営業している。起業家を支援し応

援している立場としては是非、成功してほしい。

グレー企業も来てしまうかも。

見極めは必要になるかもしれない。こちらとしては起業家には続けて欲

しいという気持ちがある。支援の条件に３年以上経営するという縛りがあ

る。

ネイルサロンなど飲食店以外でも起業支援が可能か。

支援出来る。ギャンブル等は駄目。町のホームページに掲載している。

元の美幌中学校の体育館の建物はどうなるのか。

町の書庫、倉庫として使用している。


